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博物館周辺の身近な自然シリーズ（その2の続き）
『長興山自然探索プガイド」 学 芸 員 勝 山 輝 男

前号に続いて長興山側の自然探索コース
をもう一つ紹介します。

7．長興山しだれ桜から風祭の谷へ
しだれ桜から右手に農道を登ります。こ

のあた り か ら は 石 垣 山 方 面 が よ く 見 え ま す。
みかん畑の中の急登がしばらく続き、小さ
な切り通し状になって尾根上に出ます。尾
根を越えてトラバース気味に風祭側の谷へ
下る農道に入ります。物置小屋のところで
農道は終点になりますが、小屋の脇に小道
が続いています。小道を進むと棚下沢の源
流の枯れた小沢を渡り対岸の農道に出ます。
この農道を風祭方面に下りますが、下り

はじめてすぐに左に入る農道があるので、
これに入ると小田原市街方面の眺めが良い
ところがあります。もとの農道にもどって、
みかん畑の中を風祭方面に下ります。しば
らく下ると農道はヘアヒ °ンカーブとなって
下り、左下に風祭の大滝があります。この
滝 は 溶 岩 に か か っ た 落 差 約 1 0 m の 滝 で ， ふ
だ ん は 水 量 が 少 な く 高 さ の 割 に は 迫 力 が あ
りません。この滝のかかる溶岩の下から礫
層が見つかり，今永さんと博物館の岩石ボ
ランティアの皆さんで自然誌資料のNo . 2 4
( 2 0 0 3 ) に報告を書いています。
み か ん 畑 の 中 の 農 道 を し ば ら く 下 る と 、

左 に 農 道 が 分 か れ ま す 。 こ の 三 叉 路 の 右 手
からは荻窪用水の旧開渠が合流します。こ
のまま直進すれば、風祭駅近くの旧東海道
に 降 り る こ と が で き ま す が 、 こ こ は 左 に 曲
がります。ほぼ水平につけられた農道は荻
窪用水の旧開渠に沿って作られた道です。
棚 下 沢 を 越 え 、 沢 沿 い に 下 る と 風 祭 駅 方 面
か ら 登 っ て く る 農 道 に 出 ま す 。 こ の 農 道 を

下れば風祭駅に早く出ることができますが、
滑沢（なめりざわ）に寄り道していきます。
荻窪用水はこのあたりから丸山燧道に入り、
滑沢で再び顔を見せます。
農道を左に登り、すぐに右に急登する農

道に入ります。しばらく急登すると植林地
を抜けて畑地に出ます。右下に荻窪用水散
策路の道標に導かれて樹林内を下る山道に
入ります。すぐに滑沢にかかる木橋があり
ます。橋を渡って沢沿いに下ります。橋の
下流には落差 5 m ほどの滝がかかっていま
す。雨の後には滑りやすいので注意しまし
ょう。右下の滑沢は岩盤の上を滑るように
流れ、深山幽谷といった雰囲気のところで
す。しばらく下ると荻窪用水の水路が沢を
横断しています。丸山燧道を出た荻窪用水
はここで滑沢を横断してすぐに滑沢燧道へ
入 って い き ま す。
こ こ か ら は 左 に 荻 窪 用 水 の 旧 開 渠 に 沿 っ

て 水 平 に つ け ら れ た 農 道 を 行 き ま す 。 滑 沢
はこの下流で滝となり、その音が聞こえま
す。しばらく水平に進むと、右に下る農道
があります。右に竹林の中を下ると、数件
の人家があり、左に万松院があります。あ
とは道なりに下って行けば、道祖神の所で
旧東海道に出ます｡左に少し行けば風祭駅、
右 に 曲 が れ ば 入 生 田 に も ど り ま す。

循然倶楽部主催｢早川水系の歴史と文化、
探訪Pa r t 4 ｣  5月 2 2日（土）では、
長興山自然探索コース（入生田～塔ノ
沢）の観察会を実施しますので、ご期待
下さい！詳しくは次号でご案内します。
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杜仲茶が話題になっていた8年前のことで
す。トチュウ（杜仲）という名前からして、
きっと日本の木ではないので目にする機会は
ないと思っていました。ところが第1 6回サ
ロン・ド・小田原(1996 . 10 . 24 ネパール調
査旅行記 ,講演木場学芸員 )での茶話会に、背
丈30～50c m程のトチュウの苗木を何本か持
って来られた方がありました。「珍しい木なの
で大切に育てられる方に差し上げたい」との
こと。知人に探究心が旺盛で植物を育てる事
も大好きという方がいますので、彼女なら喜
んで育ててくれると思い1本頂きました。

そ して 昨 年 、 そ の 知 人 よ り 「 親 指 よ り 少 し
太めで高さ1 . 5mほどに育った木に花が咲き
ましたよ」との連絡、哲らくして雄花を付け
たトチュウの写真が図鑑のコヒ． - と共に私の
所に届きました。この時初めて、トチュウが
’ 科 ’ 属 1種であり、中国南部 , 長江中流の山
林にまれに自生する、高さ2 0mに達する落
葉高木で雌雄異株、樹皮が高級な漢方薬の原
料 な る こ と 、 雄 花 は フ サ ザク ラ に 雌 花 は ニ レ
に 似 て い る こ と を 知 り ま し た 。 図 鑑 の コ ピー
を眺めている内に「グッタペルカ」「白い粘液
状の糸」と気になる文字が目に留まりました。
調 べ て み る と 、 ト チ ュウ に は 樹 木 全 体 ど こ を
ち ぎっ て も 出 て く る グッ タ ペ ル カ と い う ゴ ム
質 の 粘 液 が あ る と の 事 で、 二 つ に ち ぎ れ た 葉
片を白い糸で鑿ないでいる写真もありました。

身近な自然を楽しむツール

レ 風 祭 概 念 図 割
今回のコース後半は「荻窪用水の散策コ

ース」と重なっています。荻窪用水は江戸
時代に造られた農業用水で、箱根塔の沢附
近の取水口から山崎、入生田、風祭と山の
中腹を経て、小田原市荻窪に早川の水を引
いています。現在はほとんどがトンネルに
な っ て い ま す が 、 江 戸 時 代 に 造 ら れ た と き

は、大部分が開渠になっていたそうです。
小田原市観光課でコースパンフレットを入
手し、荻窪用水の旧開渠と昔のトンネル跡
を 追 っ か け る の も 楽 し い と 思 い ま す。

トチュウとの出会い

「見てみたい、会いたい」気持ちが大きくな
り 、 勝 山 学 芸 員 に 伺 っ て 植 え ら れて い る 場 所
を 訪 れ ま し た 。 神 社 の 境 内 に 、 すっ か り 葉 を
落とし細々した一本の木がありました。一見
何 の 特 徴 も あ り ま せ ん 。 よ く 見 る と 枝 に 枯 れ
葉 が 絡 ま っ て い ま す、 引 き 寄 せ て 見 る と 銀 色
に 光 る 糸 が 見 え ま し た 。 こ れ は 正 に ト チ ュウ
の葉！乾いて壊れた葉片を繋いでいます。一
枝の樹皮をはがしてみると凄いです、無数の
弾 力 あ る 糸 が ひ け て き ま し た 。 で も 図 鑑 に 書
かれている粘液の感触はありませんでした。
時期が違うのでしょうか。花を咲かせる瑞々
しい時期にまた訪れたいと思います。今年に ハ
入 り 苗 木 を 分 け て 下 さ っ た 方 が 既 に 亡 く な ら
れていることを聞き、友人の育てたトチュウ
の花を、お見せしたかったと思いました。

（世話係 金井和子）

餌 且

- 2 -

● 植物ノート、



第58回サロン.ド．小田原 『丹沢を通り越した昆虫と植物」

日本列島には「フォッサマグナ地区」（脚
注）と区画される地域だけに分布する固有な
生きものがいる一方、他の地区にはいるがこ
の区画には欠如しているものがある。この欠
如生物の中から昆虫と植物に焦点を当て、特
別展「丹沢の自然」に因む「丹沢を通り越し
た昆虫と植物」がサロンのテーマ、同日の催
事「フォッサマグナ要素の植物」出席者の流
れもあり、盛況であった。
演者の一人、高桑さんが神奈川県博の記念

すべき19 8 0神奈川自然誌資料1号1頁に｢神
奈川県の昆虫相の特性とそれを支えてきた要
因」でこのフォッサマグナ地域の欠如要素生
物群を「伊豆・箱根欠如要素」と呼ぶことを
提唱してその要因を考察されたように、この
話題は古くて新しいテーマであるようだ。こ
の論文では地学的には容認が難しいことだが、
この地区が氷河期のある時期に伊豆半島と伊
豆諸島が陸鑿した長い半島と考えると生物分
布を考えるのに都合の良い解釈が成り立つと
い う 考 察 を さ れて い る が 、 こ の 話 題 は ま た の
機会とし、この日は不思議の事実とその要因
についての考察が紹介された。
キアゲハのように、屋久島から北海道・千

島まで（低位から高位まで）‘日本列島に広く
分布する例はむしろ希で、一般的には環境条
件に支配された分布に偏りがある。例えば、
常緑広葉樹林帯とアオスジアゲハ、落葉広葉
樹林帯とフジミドリシジミの分布例があるが、
偏り区分の代表例として植物区系があり、そ
の一つに多くの固有種が生息する「フォッサ
マグナ地区」がある。植物区系上の襄速紀地
区に特化して分布するキリシマミドリシジミ
は 西 丹 沢 が 分 布 の 東 限 を な す 種 、 フ ォ ッ サ マ
グ ナ 地 域 特 化 の ク ロ ヒ カ ゲ モ ド キ 、 冷 温 帯 植
物マンサクを食草とするウラクロシジミは南
アルプ ス ・ 八 ヶ 岳 ・ 関 東 山 地 ・ 一 部 御 坂 山 地
に 分 布 す る が 、 な ぜ か 丹 沢 山 地 ・ 富 士 山 ・ 箱
根 ・ 伊 豆 半 島 に は な い 。 ま た 、 ウ ス バ シ ロ チ
ョウや好事家あこがれのスギタニルリシジミ・
ク ビ ア カ ト ラ カ ミ キ リ ・ 人 気 の ル リ ボ シ カ ミ
キ リ は 典 型 的 な 欠 如 種 で あ っ た が 、 急 速 に 空
白 域 を 埋 め て い る 。 さ て、 伊 豆 ・ 箱 根 欠 如 要
素 の 要 因 は 何 で あ ろ う か？

一つは、氷河期から間氷河期へのドラステ
ィックな気候変動がある。2万年前ウルム氷
期の最盛期、冷温帯生物相は屋久島を除く日
本全域に進出したが、その後は6000年前頃の
最大温暖期（縄文海進）を上°-クに暖温帯の
生物相が海岸線に沿って北上し、冷温帯落葉
広葉樹林は高地、北方に後退するという生物
相にとっての大異変があったこと。もう一つ
は箱根など火山の硫気活動により生息困難地
ができ、また富士山が氷河期の変遷に併せる
ようにしてあった古富士・新富士火山活動が
もたらした大量の降下火山灰が、既存生物相
の存続と西からの生物種進出の障害となった。
フオッサマグナ欠如要素（伊豆。箱根欠如

要素）の植物（勝山さん）
広く分布していてここだけに無い種を探す

のは困難な作業を伴う。幾つかの樹木から欠
如要素として、タカノツメ、イソノキ、ザイ
フリボク、ナツツバキ、ヒトツバカエデ、ソ
ヨゴ、テツカエデを挙げられた。また「丹沢
に あ っ て 箱 根 に な い 」 例 と して 、 サ ツ キ 、 シ
モバシラ、ギンバイソウ、オオモミジガサ、
ヤマタイミンガサを例に、富士山とその降灰
（テフラ）地を避けて進出・分布する北回り・
中央線タイプ、この中にはカタクリ・フクジ
ュソウなどの春植物も入る。一方「箱根にあ
って丹沢にない ｣ 例として、イワユキノシタ、
フモトスミレ、ヤマジオウ、ヤマトウバナな
どは、襄速紀型分布が南回りで箱根まで達し
た 南 回 り ・ 東 海 道 線 タ イ プ で、 テ フ ラ の 分 布
と一致する酒匂川流域に特に欠如種が多く、
またこの地域はサンショウバラ・ヒトツガシ
ヨウマなどフオッサマグナ要素が元気である
ことなどを伺った。
参 加 者 5 8 名 ／ 茶 話 会 2 8 名

（ 担 当 蛯 子 貞 二 ）
脚 注 ： 用 語 「 フ ォ ッ サ マ グ ナ 」 に つ い て

ナウマンが定義した地学上「フオッサマグナ（大
きな溝）地域」と植物区系が定める「フォッサマグ
ナ地域」とは、その定義する範囲が違う。現在地学
上「南部フォッサマグナ」と呼ぶ地域があり、その
範囲は植物区系の範囲とほぼ一致するが、それは｢大
きな溝」という捉え方ではなく、伊豆小笠原弧の付
加 ・ 衝 突 に よ る 僥 曲 帯 と し て い る 。
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オープンラボ2004. 01. 18

公開講座「微生物lさ働き者」
場 所 ： 講 義 室 参 加 者 ： 2 9 名

協和発酵のボランティア活動として行われ
ている『出前講座」で、講師の岩本晋氏と補
助の8名の若い研究者をお招きし、当館菌類
担当の出川学芸員と一緒にご指導いただき、
熱気あふれる講座が行われました。
午前は ‘ ‘微生物って何だろう？”、 ‘ ‘微生物

が作るもの，，というお話や納豆、ヨーグルト
等の身近な菌を顕微鏡で観察、午後はそれぞ
れ自宅から持って来た実験用シャーレ（中の
寒天培地上に好きなものを入れて1週間部屋
に置く）がどうなっているか、ワクワクしな
がら顕微鏡観察をしました｡木の葉やキノコ、
山の土を入れたり、自分の指を押し付ける等
のさまざまなシャーレからカビやバクテリア
が発見されました。カビも実体顕微鏡で拡大
して見ると、とても不思議な世界です｡「ワー、
きれい」「バクテリアが動いてる」とにぎやか
に楽しく時が過ぎました。（担当矢野倫子）

物さしの1ミリ以下のミクロの世界だけど、
も型が用意してあったので、それぞれの大き
さの比かくが、よくできました。
納豆も、表面のネバネバをけんび鏡で見る

と 、 丸 い つ ぶ つ ぶ の よ う な 意 外 な 形 の も の が
たくさん見られてびっくりしました。
けんび鏡の使い方も、ちょっと覚えたので

も っ と ほ か の 物 も の ぞ いて み た い と 思 い ま し
た。楽しかったです。こんな事がまたあった
らやりたいです。 （ 小 5 年 太田修平）

削 る 前 の カ ビ で 覆 わ れ た 鰹 節 や そ の 他 の カ
ビも顕微鏡を使うと思いのほか美しくて、子
どもを差しおいて見入ってしまいました。
微生物の働きを知ると、自然の仕組みを理

解することができました。肉眼で見ることの
で き な い そ れ ら の 事 に 思 い を は せ 、 山 野 を 歩
き た い と 思 い ま す。 親 子 で 大 変 楽 し め た 講 座
で し た 。 （ 太 田 順 子 ）

スダ､ソフの活躍！
オープンラボの年少スタッフの2名が賞を

受賞しましたので紹介します。矢野嵩典さん
は1998年の第1回「夏休みオープンラボ」
に参加、そのまま家族でスタッフになりまし へ
た 。 中 1 の 時 か ら 自 由 研 究 テ ー マ で 取 り 上 げ
てきたプランクトンや変形菌、土壌動物の調
査研究を発展させて今回の受賞になりました。
小 沢 有 輝 さ ん は 、 夏 休 み の 自 由 研 究 を ま と

めて応募した作品での受賞です。

矢野嵩典さん（高3）

☆ 第 1 回 J S E C 最 優 秀賞受賞 ☆

テーマ『変形菌とササラダニ・
トビムシの走食性を探る」

今年度からスタートした朝日新聞社主催の第
1 回 「ジャパン・サイエンス＆エンジニアリン
グ・チャレンジ( J S EC )」の最優秀賞を11月23
日に受賞しました。この企画は、高校生を対象／へ
とした、科学技術コンテストで、高度な科学知
識を持ち優れた研究成果を表彰しようというも
のです。
上位3賞の受賞者は、今年5月、アメリカ

オ レ ゴ ン 州 に て 開 催 さ れ る 「 国 際 学 生 科 学
フェア I n t e l l S E F 」 に派遣され、研究発表す
る こ と と な り ま し た 。 （ 5 月 の 発 表 後 、 本 人
の報告を書いてもらう予定です。）

小 沢 有 輝 さ ん （ 小 5 ）

☆ 木 原 こども科学賞優秀賞受賞 ☆

木 原 記 念 財 団 が 行 っ て い る 「 科 学 作 文 コ ン
テス ト 」 で、 小 沢 有 輝 さ ん が 夏 休 み に 取 り 組
んだ『カマキリの観察」で優秀賞を受賞され
ま し た 。 （ 報 告 町 田 誠 ）

L
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伊豆大島から伊東市にかけ海底・陸上に
1 989年活動の手石海丘を含め、約60個の気
象庁認定の活火山「伊豆東部火山群」が知ら
れている。15万年前から始まり今も活動する
こ れ ら の 中 で、 陸 上 で も っ と も 最 近 に 活 動 し
た大室山（ 5 千 年 ) 、 カ ワゴ平（ 3 . 2 千 年 ) 、 岩
ノ 山 （ 2 . 7 千 年 前 ） の 跡 を 訪 ね る 巡 検 が 、 温
泉地学研究所の萬年一岡l l氏を講師に、県博山
下・田口学芸員のアシストを頂き開催された。
心 配 して い た こ と で は あ っ た が 前 日 の 降 雪 は

リ ベ ン ジ ！ チ ャ ー タ ー バ ス に よ る

《山梨県南部町十島巡検》
昨 年 1 1 月 に 計 画 し 、 大 雨 で 中 止 と な っ た 計 画

のリベンジ案件です。奮ってご参加ください。
砕屑岩の示す堆積構造とそれに註入する安山岩
岩脈の観察と岩脈中に産する美しいクローム透
輝石の採集など。
日 時 ： 3 月 2 7 日 （ 土 ）
集合：小田急線「新松田」駅 9 : 3 0
解 散 ： 同 駅 1 7 : 0 0 頃
講師：加藤昭 国立科学博物館名誉研究員
募 集 ： 4 0 名
参加費：3，800円／人
締 切 り ： 3 月 1 0 日 （ 厳 守 ）
申込み：往復ハガキで事務局へ。記入事項

は 8 ペ ー ジ の 行 事 申 込 み 方 法 参 照
問合せ: 0    (世話人）蛯子

20 0 4年度第1回《城ヶ島地層観察会》

特 異 な 堆 積 構 造 に よる 地 層 の 対 比 と 追 跡

地層の模様とその追跡
一̅生痕

T鍾謹
伜 壬 ～ … 狸 ヱ ニ ー ー

墨霊霊塞
震鑿垂雲鍾

市 電

察会の報告とご案内

思ったより多く、交通規制もあってStop2の
大室山で計画は頓挫、Stop3岩ノ山、Stop4
カワゴ平地区へは行けず、伊豆火山群の基盤
で あ る 白 浜 層 群 を 訪 ね 爪 木 崎 へ 向 か っ た 。 水
仙 祭 り で 賑 わ う 中 、 見 事 な 柱 状 節 理 と 熱 水 変
質 を 受 け た 火 砕 岩 、 白 浜 で は 堆 積 構 造 の 顕 著
な 砕 屑 岩 中 の 動 物 化 石 床 な ど を 見 学 し 、 夕 焼
けのきれいな箱根峠を経由して 1 7 : 3 0 小 田原
着、無事解散した。参加者レポートは次号で
紹介の予定。

日時：4月 1 0日（土）雨天・強風時中止
集合：京急「三崎口」駅 9 ： 2 0

(9 : 31バス乗車）
解散：城ヶ島 1 5 : 0 0 頃
参考：城ケ島までバス代片道 3 9 0 円 、

み う ら 1 日 フ リ ー き っ ぷ 横 浜 か
ら1, 300円

参 加 費 ： 2 0 0 円 ／ 人
講 師 ： 山 下 浩 之 学 芸 員

蛯子貞二（友の会）
申込み：普通ハガキで事務局へ。記入事項は

8 ペ ー ジ の 行 事 申 込 み 方 法 を 参 照
締切り：3月末（資料作成数確認のため）
問合せ：蛯子（上記に同じ）

東伊豆単成火山地形観

へ

へ

塊 状

力レンキ
リップル葉理

平行葉理
火焔構造
平行葉理
火焔構造

コンボリュート葉理

平行葉理

斜交葉理

塊 状

(横浜市教育センター，1992）
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総会準備が始まり、平成1 5年度の友の会
の 区 切 り を 迎 え ま す。 い つ も な が ら 入 生 田 の
枝垂桜、春の訪れが待ち遠しいですね。
このコーナーでは、会員の皆さんと力を合

わせて友の会を発展させていこうと、運営状
況等をご紹介してきました。「細かいことは
書かなくても良かったのでは？」「会の運営に
協力します｡」等《友の会NOW》に対する反
響をいただきました。
現在役員会では、他の博物館友の会や皆さ

んからの情報を参考に、今まで博物館任せに
していた運営を友の会主導でできるよう改
善を進めています。博物館に協力していただ
く こ と と 友 の 会 が や る こ と を 整 理 して 、 少 し
ずつ自立する友の会を目指しています。
昨年末に発送の『友の会通信」は無事にお

手元に届いたでしょうか。クロネコメール便
に変更して発送料の負担を軽減しました。今
までより早く届いた、今までの宛先では届か
な か っ た な ど 良 し 悪 し あ り ま し た が 、 改 善 の
第 一 歩 、 ご 迷 惑 を お 掛 け す る こ と が あ る か と
思 い ま す が ご 理 解 い た だ き た い と 思 い ま す。

情 報 ケIノッ魂

★ ミューズ・フェスタ協力者募集
生命の星・地球博物館は9回目のH a p p y
B i r t h d a yを迎えます。友の会でも博物館
との共催事業として、企画や準備、当日
スタッフとして応援します。多くの自然
科 学 フ ァ ン が 訪 れ る こ の 機 会 に 、 館 の 皆

さんと一緒に"YOur  Museum"の案内
役として、ご一緒しませんか？

識 渉 識 識 渉 識 渉 沙 渉

◇ 応 募 、 お 問 合 せ は ◇
企 画 普 及 課 内 ・ 友 の 会 事 務
局 ま で。 電 話 、 F A X 、 E メ
ー ル で ど う ぞ 。 宛 先 は 巻 末
をご覧下さい。

今 回 同 封 い た し ま し た 、 来 年 度 会 費 振 込 み
用 紙 の 色 が 違 う こ と に 気 付 か れ ま し た か ？ 今
までは会より送付の赤い用紙で、振込み手数
料は会が負担するということになっていまし
た が 、 手 数 料 を 個 人 負 担 で、 あ る い は 博 物 館
の 受 付 へ 直 接 お 持 ち 下 さ る 会 員 も い ら っ し や
い ま し た 。 昨 年 度 は 約 3 割 の 会 員 が 個 人 負 担
で の お 振 込 み で し た 。 そ の よ う な 状 況 か ら 判
断し、平成1 6年度から、会費を納める振込
み手数料は、会員皆さんのご負担とさせてい
ただきました。ご理解とご協力をよろしくお
願いいたします。
『 友 の 会 通 信 」 が 少 し 寂 し く な っ た と 思 わ

れませんか。友の会活動が活発になれば沢山
の 情 報 を 会 員 に 伝 え た く な り ま す ね 。 で も 印
刷・発送費も増えてしまうので、残念ながら
縮小せざるを得ませんでした。今後は会計管
理を徹底し、先見のある運営に努めます。
総会で皆さんからご意見をいただき、友の

会 の 発 展 を 祈 念 し た い と 思 い ま す。 一 人 で も
多くのご出席をお願いいたします。

友 の 会 副 会 長 佐 藤 昭 男

会員状況H 1 6 . 1 . 1 6現在
個人220名、家族371世帯

★ 広報グループの活動にご参加を1
来 年度から編集委員を広報グループとして設
置し、編集会議、作業、発送までを行います。
編集作業はパソコンを使ってデジタル原稿を
作成します。取材や文章作成、写真やイラスト
のレイアウトを考えるなど、関心がある方は、
ぜひスタッフになって下さい 1 イ ンターネッ
トが利用できれば自宅で作業できます。編集者
と し て 、 博 物 館 を 再 発 見 し て み ま せ ん か ？

★ 近況報告や活動紹介をお寄せ下さい！
皆さんが博物館や地域で活動されている様子を事務局に
ご紹介下さい。友の会通信に掲載させていただき、会員
の “ 輪 ” を広げて行きたいと思います。
新しい発見や学芸員への質問等も、こちらへどうぞ1
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○ ○3月zO B(土･祝日)･3月21 B(B)

○ ○：

；博物館の9回目の誕生日を祝うこのイベントには、実行委員会の；
：

；一員として友の会会員が大勢参加しています｡初日の講演会や体；
： ：

；験コーナー、両日の会場案内スタッフとして活躍するだけでなく、す；
○；でに学芸員と一緒に講演会や展示の準備が始まっています。○ ：

； 20日の午前中は友の会総会に､そしてミューズ･フェスタにと､博；
：

-…………………………………………………………………………；○；物館を丸ごと楽しむ一日に！皆さん､ぜひ遊びに来てください。○

公開講演会

きらわれものだヨ、全員集合！
-いらちい生きものなんていおい、

寄生虫・ダニ・カビからの〆ツセージー

20日 1 2 : 3 0～ 1 5 : 0 0

『笑うカイチュウ」（講談社文庫)でおなじみの
寄生虫博士・藤田紘一郎先生と当館の青木淳一
館長が、自然界のきらわれものたちの名誉挽回
に熱弁を振るいます。

博物館友の会活動紹介
20日～4月4B  9:00～16:30

発足 8 年目を迎える友の会のさまざまな

活動を、パネルで紹介します。
オープン･ラボ、植物観察会、地学グルー

プ、自然倶楽部など紹介予定。

～～その他にも楽しい企画がいっぱい！詳しくは同封のチラシをご覧ください｡～～

ワ ー
0

へ

の ●①
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餌 込

○

○

○



〃

心

行事への参加申込み方法
はがき（あるいは往復はがき）に企画名、会員番号、参加
者全員の氏名、性別、年齢、住所、電話番号を明記の上、
〒250-0031小田原市入生田499
神奈川県立生命の星・地球博物館 友の会事務局へ
TEL : 0465 -21 -1515  FAX : 0465 -23 -8846

Eメール: tomonokai@ nh.kanagawa-museumjp (新設）

<第 1 6回植物観察会＞

～ 里 山 の 春 を 訪 ねて ～

日 時 ： 4 月 1 0 日 （ 土 ） 9 : 0 0 ～
雨 天 時 1 1 日 （ 日 ） に 延 期

場 所 ： 津 久 井 ・ 城 山
集 合 : J R 横 浜 線 橋 本 駅 改 札 口
参加費：新年度から設定される予定です
申込み：普通はがきで事務局へ

初 参 加 の 方 は そ の 旨 記 入
締 切 り ： 3 月 2 5 日
持ち物：弁当、水筒等ハイキングの服装
問合せ: 佐々木

植物観察会世話係より第 1 5 回を持って
今年度6回の観察会を無事終えました。皆
様のご協力に感謝いたします。会へのご要
望．ご提案など事務局宛にお寄せ下さい。
新年度に役立てたいと思います。尚、新年
度からは保険を掛ける必要等で参加費の設
定を考えておりますのでご了解下さい。

通常300円程度を予定しています。〃麦

次回の通信発送日は、4月17日（土）です。
ワイワイ楽しいお手伝いにいらして下さい！

編集後記今号の編集はピンチヒッターが担
当、至らなかった点はご容赦下さい。作業し
ながら通信は会員皆さんの “コミュニケーシ
ョン の 場 ” に な る と い い な あ と 思 い ま し た 。

尼篝暑この本は再生紙(古紙1 00%含有)を使用しています

友 の 会 行 事 予 定
あなたも参加してみませんか？

< 第 5 9 回 サ ロ ン ・ ド ・ 小 田 原 ＞

～ 先 の 見 え な い ニ ホ ン オ オ カ ミ の 研 究 ～

講師：中村一恵氏 (生命の星・地球博物館）
日時： 3 月 4 日 （木）受付 1 6 : 3 0 ̅
講演 : 1 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0 ( 1 階西側講義室）
茶話会 : 1 8 : 0 0～19 : 3 0 ( 1階東側講義室）
参加費：大人1, 000円（講演のみは無料）
申 込 み ： 講 演 会 は ど な た で も 参 加 可 、 申 込 み

は 不 要 で す。 茶 話 会 に 参 加 の 方 は 友 の
会事務局まで、はがき、 FA X 、 E メール
等でお申込み下さい。（宛先は上記）

問合せ：田口tagu@nh. kanagawa-museum jp
交通：箱根登山鉄道（小田急線乗り入れ）

入生田駅下車3分。駐車は第二駐車場
（箱根側屋外）をご利用下さい。

<第 1 5回植物観察会＞～ふゆ芽と福寿草～

日時： 3 月 1 0 日 （水 )  1 0 : 0 0 ̅
雨 天 中 止

場所：七沢森林公園、鳥屋方面
集合：平塚駅、本厚木駅改札口前の 2 ヶ所
費用：約 2， 0 0 0 円詳細は返信はがきにて
申込み：｡往復はがきで事務局へ。集合場所の

希 望 地 、 初 参 加 の 方 はそ の 旨 記 入
締 切 り ： 2 月 2 4 日
持 ち 物 ： 弁 当 、 水 筒 等 ハイキ ン グ の 服 装
問合せ: 金井

く第8回 平成15年度友の会総会＞

日時： 3月 2 0日（土 ･祝 )  1 0 : 0 0 ～ 1 1 : 3 0
受 付 ： 9 ： 4 0 ～
場所：博物館 1 F ミ ュ ージアムシアター
式次第：挨拶濱田会長、青木館長

議事議長選出／会員状況会計報告・
予 算 案 ／ 事 業 報 告 ・ 計 画 案
そ の 他

★午後はミューズフェスタ講演会があります。

、

一戸必

へ
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